大袈裟 だけれ ど、 狸が 土 舟と いう 体が ある。 

秦氏も 御多分に 漏れず —— も つ とも 色が 白くて 鼻筋 

あるき 

の 通った 処 はむしろ 兎の 部に 属して はいるが —— 歩行 

悩んで、 今日は 本郷 どおりの 電車 を 万世 橋で 下りて、 

おおき れんが くぐ 

例の、 銅像 を 横に、 大な 煉瓦 を 潜って、 高い 石段 を 昇つ 

あ る 

た。 …… これ だと、 ちょっと 歩行いた だけで 甲 武線は 

東京の 大 中央 を 突 抜けて、 一息に 品 川へ …… 

が、 それ は 段 取 だけの 事サ、 時間が 時間 だし、 雨 は 

降る …… ， J ^ J も 出入が さぞ 籠む だろう、 と 思った より 

おびた だ すま 

夥 しい 混雑で、 ただ 停車場な どと、 宿場が つて 済し 

かわどめ わきた もみあ 

て はおられぬ。 川留 か、 火事の ように 湧 立ち 揉 合う 群 



集の 黒山。 中 野 行 を 待つ 右側 も、 品 川の 左側 も、 二重 

三重に 人垣 を 造って、 線路の 上まで 押 覆さる。 

すぐに 電車が 来た 処で、 どうせ 一度で は 乗れ はし ま 

ヽ o 

レ 

あきら こうもり しずく 

宗吉 はそう 断念め て、 洋傘の I 卞を 切って、 軽く 黒の 

外套の 脇に 挟みながら、 薄い 皮の 手袋 を スッと 手首へ 

しご がらすが こい 

扱いて、 割合に 透いて 見える、 なぜか、 硝子 囲の 温室 

あまけ こも 

のよう な 気の する、 雨気と 人の 香の、 むっと 籠った 待 

合の 裡へ、 コッ コッと やはり 泥に なった 侘 

さき 

い 靴の 尖 を 刻んで 入った 時、 ふと その 目覚しい 処を見 

たので ある。 



「上り は 停電 …… 下リは 故障です ご 

さ 

と、 人の 顔 さえ 見れば、 返事 はこう 言う ものと 極め 

ぼんのくぼ 

たように ほとんど 機械的に 言った。 そして 頸 窪 を そ 

の凭掛 つた 柱で 小突いて、 超然と した。 

「へ ッ！ 上り は 停電。」 

「下り は 故障 だ ご 

ひびき しゃべ 

響の 応ずる がごと く、 四 五 人口々 に 饒舌った。 

「ああ、 ああ、」 

たま 

r 堪ら ねえな あご 

「よく 出来 てら ご 

つれ 

「困った わね え ごと、 つい 釣 込まれた かして、 連 もな 



たばこ の そば 

宗吉は —— 煙草 は 喫まない が —— その 火鉢の 傍へ 

ひきこも つまさき 

引 籠ろうと して、 靴 を 返しながら、 爪 尖 を 見れば、 ぐ 

ぬれ くれない 

しょ 濡の 土間に、 ちらちら とまた 紅 の 棲が 流れる。 

緋齡が 躍った ようで ある。 

思わず 視線の 向う のと、 肩 を 合せて、 その 時、 腰掛 

を 立 上った、 もう 一人の 女が ある。 ちょうど 緋 縮緬の 

と 並んで いた、 その つれ かと も 思われる、 大 島の 羽織 

まるまげ 

を 着た、 丸鬍 の、 脊の 高い、 面長な、 目鼻立の きつば 

リ した 顔 を 見る と、 宗吉 は、 あっと 思った。 

再び、 おや、 と 思った。 

と言うの は、 このごろ t しさに、 不沙汰 はして いる 



と、 緋 縮緬の 女が、 同じ 方 を 凝と 視 ていた。 

鼻の 隆 いその 顔が、 ひた ひたと 横に 寄って、 胸に 

白粉の 着く ように 思 つ た。 

がくぜん 

宗吉 は、 愕然とす るまで、 再び、 似た 人の 面影 を そ 

の 女に 発見した ので ある。 

くし まき もんつき 

緋 縮緬の 女 は、 櫛 巻に 結って、 黒 縮緬の 紋 着の 羽織 

なでが. -, こ や 

を撫 肩に ぞろリ と 着て、 痩せた 片手 を、 力の ない 襟に 

つま おさ 

挿して、 そう やって、 引上げた 棲 を 王え るよう に、 膝 



もえぎ い ろ 

に 置いた 手に 萌黄色の オペ ラバ ッグを 大事そう に 持つ 

ている。 もう 三十 を 幾つ も 越した 年紀 ごろから 思う と 

こども おもちゃ てさげ 

小児の 土産に する 玩弄 品ら しい、 粗末な 手提を II 大 

事そう に 持って いる。 はきもの も、 襦袢 も、 素足 も、 

櫛卷 も、 紋着 も、 何となく ちぐはぐな 処へ、 色白そう 

なのが 濃い 化粧、 口の 大きく 見える まで 濡々 と 紅 を さ 

して、 細い 頸の、 真白な 咽喉 を 長く、 明 神の 森の 遠見 

に、 伸 上る ような、 ぐっと 仰向いて、 大きな 目 を 凝と 

みは いきにんぎょう つ きれい 

睜 つた 顔 は、 首 だけ 活 人形 を 継いだ ようで、 綺麗な よ 

り は、 もの 凄い。 ただ、 美しく 優しく、 しかもき りり 

としたの は 類 なき その 眉で ある。 



内で、 ァヮャ 咽喉に 擬 したの は その 剃刀で あるが。 

つ け 

(ちょ つ と 順序 を附 よう。) 

ゆき どころ 

宗吉は 学資 もな しに、 無鉄砲に 国 を 出て、 行処 のな 

さに、 その 頃、 ある 一団の、 取 留めの ない 不体裁な そ 

の 日ぐ らしの 人た ちの 世話になって、 辛うじて 雨露 を 

しの 

凌いで いた。 

らんだ ぼうとう 

その 人た ちとい うの は、 主に 懶惰、 放蕩の ため、 世 

に見棄 てられた 医学生の 落第な かまで、 年輩 も 相応、 

にょうぼうもち まじ 

女房 持な ども 交った。 中には 政治家の 半端 も あるし、 

まじめ 

実業家の 下 積、 山師 も 居た し、 真面目に 巡査に なろう 

かとい うの もあった。 



たので ある。 

一 一人が、 この 妾宅の 貸ぬ しのお 妾- I が、 もういい 

加減な 中 婆さん —— と 兼帯に 使う、 次の 室へ 立った 間 

に、 宗吉 が、 ひょろひょろして、 時々 浅ましく 下腹 を 

ぐっと 泣かせながら、 とにかく、 きれいに 掃 出す と、 

「御苦労々 々ご 

と、 調子 づ いて、 

「さあ、 貴女 ご 

と、 甘 谷が 座蒲団 を 引 攫って、 もとの 処へ。 …… 

身体に 似ない 腰の 軽い 男。 …… もっとも 甘 谷 も、 つい 

十日ば かり 前まで は、 宗吉と 同じ 長屋に 貸 蒲団の 一 ッ 



いえぬし ま とおり 

と 家主のお 妾が、 次の 室 を 台所へ 通が かりに 笑つ 

ゆ うつむ にっこり 

て 行く と、 お 千さん が 俯向いて、 莞爾 して、 

あんま 

r 余 リ 色気が なさ 過ぎる わご 

「そこが 御 婦人の 毒で げす ご 

と 甘 谷 は 前掛を ポンポンと 敲 いて、 

「お 千さん は 大将の あすこ ン処 へ落ッ こちたん だ ご 

ひど 

「あら、 随分 …… 酷い じゃありません か、 甘 谷さん、 

あんま 

余り だよ ご 

何にも 知らない 宗吉 にも、 この間 違 は 直ぐ 分った、 

汚い に 相違ない。 

「いや あ、 これ は、 失敗、 失敬、 失礼 ご 



甘 谷 は 立 続けに 叩頭 をして、 

あ. ヒ 

「そこで、 おわびに、 一 つ 貴女の 顔 を 剃らして 頂き や 

しょう。 いえ、 自慢じゃありません がね、 昨夜 ッ から 

ずうたい かつやつ こ 

申す 通り、 野郎 図体 は 不器用で も、 勝 奴ぐ らいに や 

たしか かみそり たしか 

確に 使えます。 剃刀 を 持た しちや 確です。 —— 秦君、 

ちょっと 奥へ 行って、 剃刀 を 借りて 来た まえ ご 

宗吉 は、 お 千さん の、 湯に だけ は密と 行っても、 床 

屋へは 行け もせず、 呼ぶ の も 慎むべき 境遇 を 頷きな 

がら、 お 妾に 剃刀 を 借りて 戻る。 …… 

「おっと— …… ついでに 金盥 …… 気 を 利かして、 気 

を 利 力して 」 



「その 事です かいご 

と、 ちょっと 留めた 剃刀 を また 当てた。 

「構 やしま せんご 

「あれ、 目の 縁 はま だし もよ、 上 は 止して、 後生 だか 

らご 

「貴女の 襟 脚 を 剃ろう てんだ。 何、 こんな もの ぐら 

いご 

「ああ、 ああ ああ、 ああ— ッ ご 

と 便所の 裡で 屋根へ 投げた、 筒抜けな 大 欠伸。 

「笑つ ちゃ あ …… 不可い 不可い ご 

「はは はは は、 笑った つて 泣いた つて、 何、 こんな^ 



まゆげ 

僧 ツ子の 眉毛なん かご 

いや 

「ー 状、 ぼ、 一 R。 一 

つきひ ざ きぬずれ 

と 支 膝の まま、 するすると 寄る 衣摺が、 遠くから 羽 

ちかづ 

衣の 音の 近 くように 宗吉の 胸に 響いた …… 畳の 波に 

人魚の 半身。 

「どんな 母さんでしょう、 このお 方 ご 

雪 を 欺く 腕 を 空に、 甘 谷の 剃刀の 手 を 支え、 突いて 

離して、 胸へ、 抱く ようにして 熟と 視た。 

うらやま まみえ 

「 羨 しい 事、 まあ、 何て、 いい 眉毛だろう。 親御 は 

さぞ、 お 可愛いだろう ねえ ご 

なつか み 

乳 も 白々 と、 優し さと 可 暖 しさが 透 通る ように 視ぇ 



…… さて、 やがて 朝湯から 三人が 戻って 来る と、 長 

もて あそ 

いこと 便所に 居た 熊 沢 も 一 座で、 また 花札 を 弄 ぶ 事 

すし 

になって、 朝飯 は鯧 にして、 湯豆腐で ちょっと 一杯、 

と言う。 

この 使の ついでに、 明 神の 石 坂、 開化 楼 裏の、 あの 

きった て そう ま せんべい 

切 立の 段 を 下りた 宫本 町の 横 小路に、 相 馬 煎餅 II 塩 

したじ ふ くつ わ 

煎餅の、 焼 方の、 醬 油の 斑に、 何となく 轡の 形の 浮 出 



して 見える 名物が ある。 —— 茶受 にしよう、 是非お 千 

さんに も 食べさし たいと、 甘 谷の 発議。 で、 宗吉が こ 

れを 買いに 遣られた のが 事の 原因であった。 

何分に も、 十六 七の 食 盛りが、 毎日々々、 三度の 食 

事に が つがつ していた 処へ、 朝飯前と たとえに も 言う 

のが、 突 落される ように 嶮 しい 石段 を 下りた ドン 底の 

ひも じ てんぷら そば ぷん 

空腹 さ。 …… 天麩羅と も、 薷麦 とも、 焼芋と も、 芬と 

， J うば 

塩煎餅の 香 しさが コ ン ガリと 鼻 を 突いて、 袋 を 持 つ 

ちかが つ たらたら 

た 手が ガチ ガチと 震う。 近 飢えに、 冷い 汗が 垂々 と 身 

うちに 流れる 堪え難 さ。 

その 時分の 物価で、 …… 忘れ もしない 七 銭が 煎餅の 



赫と 血と ともに 総身が 熱く、 たちまち、 罪 ある 蛇に な つ 

よじのぼ 

て、 攀 上る 石段 は、 お 七が 火の見 を 駆 上った 思いが し 

て、 頭に 映す 太陽 は、 血の 色して 段に 流れた。 

みたらし とじ 

宗吉 はかくて また 明 神の 御手洗に、 更に、 氷に 閑ら 

るる 思いして、 悚 然と 寒気 を 感じた ので ある。 

I くす くす くす くす ^ 

はち はち ま あやう 

花 骨牌の 車座の、 輪に 身 を 捲 かるる、 危さを 感じな 

おもて 

がら、 宗吉が 我知らず 面 を 赤め て、 煎餅の 袋 を 渡した 

の は、 甘 谷の 手で。 

「おっと 来た、 めしあがれ ご 

と 一枚め くって 合せながら、 袋 をお 千さん の 手に 渡 



すと、 これ は少々 疲れた 風情で、 なかまへ は 入ら ぬら 

のぞ 

しい。 火鉢 を 隔てた のが 請 取って、 膝で 視 くように し 

て 開けて、 

「御馳走様で すね …… 早速お 毒見。 」 

と 言った。 

これに また 胸が 痛んだ。 だけなら、 まだ さほどまで 

の 仔細はなかった。 

r くす くす くす くす ^ 

宗吉が この 座敷へ 入りし なに、 もう その 忍び笑いの 

声が 耳に 附 いたので あるが、 この 時、 お 千さん の 一枚 

つま わき 

撮んだ 煎餅 を、 見ない ように、 ちょっと 傍へ かわした 



宗吉の 顔に、 横から 打撞 つたの は 小皿の 平 四郎。 …… 

頰 骨の 張った 菱形の 面に、 窪んだ 目 を 細く、 小鼻 をし 

かめて、 

r くす くす ^ 

とまた 遣った。 手に わるさに 落ちた と 見えて 札 は 持 

めっき ぎんぎ せる ももひき 

たず、 鍍金の 銀 煙管 を 構えながら、 めりやすの 股引 を 

前 はだけ に、 片膝 を 立てて いたのが、 その 膝頭に 頰骨 

をた たき 着ける ようにして、 

r くす くす くす ^ 

続けて 忍び 笑 をした ので ある。 

立 続けて、 



「く ッくッ く ッ。， - 

「こっち は、 びき を 泣かせて やれ かご 

ふ だ めく あか 

と 黄八丈が 骨牌 を 捲る と、 黒 縮緬の 坊さんが、 紅い 

裏 を 翻然と 翻して、 

「餓鬼め。」 

と 投げた。 

「う ふ、 う ふ、 う ふご と 平 四郎の 忍び 笑が、 歯茎 を洩 

れて 声に 出る。 



r,) 、、ヽ 1'、、、 1'ヽ、ヽ、ヽ0, 

I う う う 、やん、 や ハス 

ちょく くろ びろうど 

「何 じ やい ご と 片手に 猪口 を 取りながら、 黒 天鵝絨の 

ふとん あやめ ぼたん 

蒲団の 上に、 萩、 菖蒲、 桜、 牡丹の 合戦 を、 どろん と 

おおしま ぞ ろい おお あぐら 

した 目で 見据えて いた、 大島揃 、大胡 坐の 熊 沢が 、 ぎ よ 

とうがらし 

ろり と 平 四郎を 見向いて 言う と、 笑いの 虫 は 蕃椒 を 

かつ きお 

食った ように、 赤くなる まで 赫と競 勢って、 

「；！ ウ， vd ,td う， 力， 力 う プカプカ う， 力， 力 ぇッ ヽブ、 0\ 

あ、 あ、 チ、 あま まま まま、 はッは ッまッ まッ、 テ、 

ゥ、 ぇッ、 ぇッ、 ぇッ、 えへ へ、 う ふ ふ、 あ はあはあ 

ま ま あ - ま TT5 ま ま ま ま あ - ま TTS ま ま 」 

「馬鹿な ご 



と 唇 を 横 舐めずって、 熊 沢がぬ つと 突出した 猪口に、 

酌 をしょう として、 銅 壷から 抜き かけた 姚 子の 手 を留 

め、 お 千さん が、 

「どうしたの ご 

「お ほほ、 や、 お尋ねで は 恐 入る が、 あは は、 テ、 ぇッ。 

たま 

えへ、 えへ へ、 う、 う、 ちえ ッ、 堪らない。 あ ッはッ 

まッ まッ。 I 

「魔が 魅した よう だ ご 

あき つぶや し ん 

甘 谷が 呆れて 眩 く、 …… と 寂然と なる。 

寂寞と なると、 笑ば かりが、 

「レゥ や ま VJ ま VJ う ま VJ う ダカ / / VJ VJ ま え 



/へへ/、 ぇッ へ、 /へ、 あは はは、 うは、 うは、 う 

ば j:6。 どッ こい、 ええ、 チ、 ちゃ まま、 ェ、 まま まま、 

ば はま まま、 ぅヅ、 ぅッ、 えへ ッへッ / ッ。」 

がんくび ひばら つつ 

と 横 のめりに 平 四郎、 煙管の 雁首で 脾腹を 突いて、 

み も だ 

身悶えして、 

「く ッ、 苦しい …… ぅッ、 ぅッ、 う ッふふ ふ、 チ、 ぅッ、 

うう うう 苦しい。 ああ、 切ない、 あは はは は、 あは ッ 

はッ はッ、 おお、 コ、 こいつ は、 あは は、 ちゃ はは、 

テ、 チ、 たッ たッ堪 らん。 は ははご 

もみた まっか てん とう いきつぎ 

と 込 上げ 揉 立て、 真 赤に なった、 七顛八倒の 息 継に、 

ざま 

つぎ 冷し の 茶 を 取って、 がぶ りと 遣る と、 



おおむ かで むなさき 

遠く 明 神の 裏の 石段に 続く のが、 大 蜈蚣の ように 胸 前 

うね きば かみあ 

に 畝って、 突 当りに 牙を嚙 合う ごとき、 小さな 黒 塀の 

がえ し どぶ はい あが うじ 

忍び 返 の 下に、 溝から 這 上った 姐の、 醜い 汚い 筋 をぶ 

y あ） 'あ）' 

るぶ ると 震わせながら、 麸を 嘗める ような 形が、 歴然 

お の まっさお 

と、 自分が 瞳に 映った 時、 宗吉 はも はや 蒼白に なった。 

ここから 認られ たに 相違ない。 

よだれ ハンケ チ 

と 思う 平四郎 は、 涎と 一 所に、 濡らした 膝 を、 手 巾 

で 横 撫でしつつ、 

おおた め、 -き ひ 

「ふ、 ふ、 ふ、 ふ、 ふご …… 大 歎息と ともに 尻 を曳ぃ 

たなごり の 笑が、 更に、 がらがら がらと 雷の 鳴 返す ご 

とく 少年の 耳 を 打つ— …… 



かむ ろ 

刈 やら、 中に も 小皿で 禿なる 影法師が 動いて、 ひそ ひ 

そと 声の 漏れる のが、 目 を 忍び、 音 を 憚る 出入りに は 

宗吉 のために、 むしろ 僥倖だった ので ある。 

八 

「何 をす るんで すよ、 何 をす るんで すよ、 お前さん、 

じょ-つ だん 

串戯 ではありません ご 

あきち やみせ よしず 

社殿の 裏なる、 空茶 店の 葦簀の 中で、 一 方の 柱に 使つ 

いちょう よりかか 

た 片隅なる 大木の 銀杏の 幹に 凭掛 つて、 ァヮャ 剃刀 を 

の ど たき じ ま 

咽喉に 当てた 時、 すッと 音して、 滝 縞の 袖で 抱いた お 



千さん の 姿 は、 ：•：. 宗吉の 目に、 高い 樹の 梢から 颯と 

下りた、 美しい 女の 顔した 不思議な 鳥の ように 映った 



剃刀 を もぎ 取られて 後 は、 茫然と して、 ほとんど 夢 

心地で ある。 

「まあ！ 可かった ご 

と、 身 を 捻じて、 肩 を 抱きつつ、 社の 方 を 片手 拝み 

- j 、 

「虫が 知らし たんだ わね。 いま、 お前さんが 台所で、 

剃刀 を 持って行 くって 声が 聞え たでしょう、 ド キリと 

したの よ。 …… 秦 さん 秦 さんと 言った けれど、 もう 居 



ましょう。 ^い 塩梅に 誰も 居ない から ご 

さぐ しらはぎ ひ 

促して、 急いで 脱 放しの 駒下駄 を 捜る 時、 白 脛に 緋 

あわた だ はきもの 

が 散った。 お 千 も 慌 しかった と 見えて、 宗吉の 穿 物 

まで は 心 着かず、 可 恐し ぃ処 を遁げ るば かりに、 息せ 

いて 手 を 引いた ので ある。 

よ まじな い みたらし 

魔 を 除け、 死神 を 払う 禁 厭であろう、 明 神の 御手洗 

すく しすく か み 

の 水 を 掬って、 I 卞 ばかり 宗吉の 頭髪 を 濡らした が、 

「 …… 息災、 延命、 息災 延命、 学問、 学校、 心願 成就。」 

と、 手よりも 濡れた 瞳 を 閉じて、 頸 白く、 御堂 をば 

伏 拝み、 

「一 口め しあがれ、 …… 気 を 静めて —— 私 も ご 



年若い 駅員が、 

「貴方が たは？」 

と 言った。 

乗り 余った 黒山の 群集 も、 三 四輛立 続けに 来た 電車 

が、 泥まで 綺麗に 浚った のに、 まだ 待合 所 を 出な かつ 

た 女 二人、 (別に 一人) と宗吉 をい ぶかった ので ある。 

宗吉は 言った。 

「この 御 婦人が 御 病気なん です ご 

あおむ 

と、 やっぱり、 けろ りと 仰向いて いる 緋 縮緬の 女 を、 

外套の 肘で 庇って 言った。 



駅員の 去った あとで、 

「唯今、 自動車 を 差 上げます よご 

のぞ 

と宗吉 は、 優しく 顔を視 きつつ、 丸鬅の 女に 瞳 を 返 

して、 

「巣 鴨 はお 見合せ を 願えません か。 …… きっと 御 介抱 

わたくし 

申します。 私 はこうい う ものです ご 

なふだに 医学博士 —— 秦宗吉 と あるの を 見た 時、 … 

ざんぎり 

…もう 一人 居た、 散 切で 被 布の 女が、 P 形に 直立して、 

Z の ごとく 敬礼した。 これ は附 添の 雑仕婦 であった が、 

—— 博士が、 その 従弟の 細君に 似た の をよ すがに、 こ 

さき ことば 

れ より 前、 丸鬍の 女に 言 を 掛けて、 その 人品の ゆえに 



つれ 

人 をして 疑わしめ ず、 連 は 品 川の 某楼の 女郎で、 気の 

狂った ため 巣 鴨の 病院に 送る の だが、 自動車で 行きた 

い、 それでなければ 厭 だと 言う。 そのつ もりに して、 

すかして 電車で 来る と、 ここで 自動車で ないから と 

言って、 何でも 下りて、 すねた の だと 言う。 …… 丸鬍 

は 某楼の その 娘 分。 女郎の 本名 をお 千と 聞く まで、 I 

I この 雑 仕婦は 物 頂 面して 睨んで いた。 

不時の 回診に 驚いて、 ある 曰、 その 助手た ち、 その 

白衣の 看護婦た ちの、 ばらばらと 急いで、 しかも、 静 

ぢもむ 

粛に駆 寄る の を、 徐ろに、 左右に 辞して、 医学博士 秦 



宗吉 氏が、 

「いえ、 個人で 見舞う のです …… 皆さん、 どうぞ ご 

やがて 博士 は、 特等 室に ただ 一 人、 膝 も 胸 も、 しど 

かみそり 

けない、 け ろん とした 狂女に、 何と …… 手に 剃刀 を 持 

ベッド ひざまず 

たせながら、 臥床に 跪 いて、 その 胸に 額 を 埋めて、 

す 一 A さ，. P- せ，.？ ほほえ 

ひしと 鎚 つて、 潸 然として 泣きながら、 微笑みながら、 

身 も 世 も 忘れて 愚に 返った ように、 だらしなく、 涙 を 

ひげ 

髯に 伝わらせ ていた。 

大正 九 ( 一 九 二 〇) 年 五月 
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